
（別紙３）

～ 令和7年3月19日

（対象者数） （回答者数）

～ 令和7年3月19日

（対象者数） 6名 （回答者数）
6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

相談支援事業所、保育所等訪問支援、児童発達支援、放課後

等デイサービス、こども食堂を介して地域の小学校、中学

校、行政(包括)との密な連携や地域交流を図っている。

地域のこども達を含め、こども達自身で活動表を作成してい

る。(みんなで何がしたいか考え、そのための準備もこども達

自身で行っている。)

保護者が参加できるイベントや地域でイベントを開催してい

る。

夏休みには学童、他事業所(放デイ)とのスポーツ大会を開催

し、交流できる機会を設けている。

小学校の部活に見学、体験をして、地域移行が出来る取り組

みを行っている。

郊外活動(遠足、職場体験など)の依頼も積極的に応じてい

る。

3

経験を活かした助言、教具教材の提供

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

令和8年4月から延長加算を取り入れる。

2

3

同法人の相談支援事業所やこども食堂の併設。

毎日、地域のこども達と交流がある。

相談支援事業所、こども食堂と連携を取りながら包括的な支援

を行っている。

地域のこども達も自由に活動に参加できる。

保育所等訪問支援のサービス提供時間が８：３０～１７：００ 授業開始時刻から訪問支援の対応ができる。

小学校教諭一種免許、高校教諭一種免許、社会福祉士、保育士

が配置されている。

お子さんや保護者、訪問先のニーズや困りごとに応じて、前職

の経験(児童相談所、小学校の先生、保育士)を活かして対

応ができる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

児発、デイの延長加算を取っていない。

保護者の仕事の都合でサービス提供時間の前後は、こども食堂

として利用していた。

人員不足

令和7年2月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年3月25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 Merci

○保護者評価実施期間
令和7年2月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


